
           かんきつ干ばつ対策について 
 
１．今年の気象状況 
 県内かんきつ産地の降水量は、５～６月は平年比１３０～３００％と多かったが、

７月以降は１５％と少なく経過している。気象庁の予報からも気温は高く、日照時間

は長いことが見込まれ、干ばつ傾向となることが予想される。 
 かんきつ地帯の降雨データ（５月以降）はカテゴリー別情報の「黒点防除参考資料」

に掲載しています。 
 
２．かんきつの干ばつによる症状 
 干ばつ傾向が続けば、かんきつ樹は葉が巻く、旧葉の落葉、果実肥大停止、などの

症状が出始める。対策を取るためにも、干ばつによる症状について知っておく必要が

ある。 
 
    表１ 温州みかんの干害進行状況の目安（栗山） 
 
 干ばつ後日数     干 害 の 徴 候 
 ２０～３０   葉が巻き始める 
 ２０～４０   果実が柔らかくなり、肥大が停止する 
 ３０～４０   旧葉が落ち始める 
 ４０～５０   葉全体の緑色があせ、変色し始める 
 ５０～６０   葉が昼夜とも巻くようになり、旧葉がほとんど落ちる 
 ５０～６０   葉肉崩壊症が現れ始める 
 ７０～８０   果実がミイラ状になる 
 ７０～９０   果皮がデコボコになった果実が現れ始める 
 
 
３．干ばつ対策 
（１）早期かん水の実施 
 本年は６月末に相当量の降雨があったことから、ある程度の水源は確保されている

ものと思われます。これらを有効活用するため、次の点に留意する。 
①極端に乾燥する前に早期にかん水を始める 
②デコポン・はるみは葉からの蒸散量が多く、土壌が乾燥すると根群が枯死しやすい

ため、特に早めからかん水を始める。スプリンクラーの場合は１回２０mm 程度とし、

７～１０日間隔にかん水することが望ましい。 
 潅注器を用いる場合は成木１樹当たり１ヵ所１０㍑で５ヵ所程度を目安とする。 
③ その他、空缶（一斗缶等）に小穴を開けて点滴かん水、肥料袋を枝に括りつけ、小

穴を開けて点滴かん水するなど工夫する。 
 



（２）地面蒸発・地温上昇防止 
 かん水後はシートマルチなどを被覆して地面からの水分蒸発、地温上昇を防ぐ。 
 
（３）摘果 
①みかん 
 荒もぎ摘果を早期に実施し、着果量が多い樹は８月上旬までに終わらせる。 
 
          表２ 摘果・かん水と階級割合（％） 
 
   調 査 園       ２Ｌ  Ｌ  Ｍ  Ｓ  ２Ｓ   ３Ｓ 
 摘果とかん水をした園    ２０  ４６ ３０  ４ 
 摘果をしないでかん水した園  ２  ５  ４０ ４５  ７    １ 
  摘果をしてかん水しない園            １９  ６４   １７ 
 摘果もかん水もしない園             １  ２４   ８５ 
 （昭和４２年 豊町大長津倉地区 大崎農業改良普及所調査） 
 
②中晩柑 
 早期に摘果を行う。デコポン・はるみはすでに荒もぎ摘果を終えていると思われる

が、まだの園地は早急に行う。 
 
（４）病害虫防除 
 干ばつ時にはミカンハダニ、サビダニが多発しやすいので、早期防除を徹底する。 
 
（５）除草               
 雑草との水分競合を防ぐため、除草を   表３ 葉水およびかん水による吸水寄与度      

徹底する。                （佐賀果試） 
                     処理区    直後   翌朝 
（６）その他               葉 水    0.72％  0.34％ 
 かん水用に確保できる水量、労力によ 
っては葉水も有効であるという報告があ   かん水１㍑   －   0.03％ 
るので実施を検討する。 
 また、海に近い場所の地下水は海水の   かん水４㍑   －   0.13％ 
混入によりＥＣが高くなることがあるの  注）吸水寄与度：葉の全体の水分に占めるラベル 
で事前に測定する必要がある。       された水分（重水）の占める％ 
 
 
 
 
 


